
金
滞
古
蹟
志
都
世
叶
ニ

占，、

い
や
な
れ
ど
迎
が
来
れ
ば
是
非
も
な
し

米
は
知
ら
ね
ど
療
治
し
陀
行
く

ベ
し
。

O
服
部
元
好
侍
話

布
一
光
好
が
伺
は
、
志
道
府
が
作
よ
り
は
抜
群
陀
而
白
し
と
あ
り
。

一
岱
仰
に
云
ふ
。
一
冗
好
は
初
耳
目
町
陀
居
住
し・

鐙
師
た
り
し
か
ど
、
狂

散
に
長
じ
て
共
の
名
前
〈
、
帥
興
の
秀
伺
今
に
亙
り
古
老
の
口
科
医

O
市
川
孤
五
兵
衛
茜
邸
偲
話

磁
れ
り
。
或
時
観
音
町
出
火
し
て
居
宅
抽
出
亡
せ
し
に
、
左
の
伺
主
張

混
見
摘
お
に
云
ふ
。
微
妙
公
御
代
、
市
川
猟
五
兵
術
と
い
ふ
も
の
弘

毅
は
高
知
も
賜
は
る
出
国
.
枠
開
州
五
兵
衛
跡
式
相
綴
の
時
減
少
し
て
小

身
陀
成
る
。
然
る
に
共
頃
諸
土
居
屋
倒
検
地
打
た
せ
ら
る
h

陀
、
獅
五

文
す
。一

冗
好
が
家
の
謀
総
な
k
h
ぜ
ん

右
家
の
抽
出
川
柳
へ
版
文
せ
し
を
見
て
、
元
好
取
敢
へ
宇
。

兵
術
居
屋
倒
は
卯
反
観
音
町
の
縫
也
。
是
へ
も
検
地
打
入
る
h

底
.親

時
代
の
屋
鋪
故
に
郡
の
外
股
く
、
何
か
と
及
a

雑
浪
一
検
地

E
入
れ
さ

せ
十
。
殊
陀
平
生
等
不
L
Eロ
m

k

有
ν
之
故
か
、
御
憤
り
被
ν
遊
.
奥
村
図

日
仰
や
大
工
の
腹
掘
現
在
り

と
出
添
へ
た
り
と
ぞ
。
又
加
藤
惟
貨
の
関
山
私
記
K
云
ム
。
開
H

師間
JT

一
年
江
戸
に
て
志
道
府
と
云
ふ
長
詩
人
.
百
八
歳
に
て
夜
す
。
都
世

師
附
山
中
り
て
、
宅
K
於
て
御
償
問
茨
木
加
五
た
術
門
・
山
附
小
夜
術
門

骨同
a
拍
手
一
惣
組
小
顕
森
川
五
郎
ポ
術
門
・
寺
尾
勘
助
雨
人
K
被
=
仰
渡
↓

の
伺
。

扱
因
幡
被
v
巾・は
.
m
捌
五
兵
衛
は
弱
者
之
山
‘
腕

b
k

敷
悔
る
べ
か
ら
・?

と
。
子
ν
時
山
崎
小
右
街
門
、
一
持
者
K
候
へ
ば
一
段
之
俄
.
憶
病
者
は

風
を
聞
き
立
退
き
、
仕
留
が
た
く
御
座
候
と
申
す
。
扱
市
川
方
へ
朝

が
け
陀
仕
か
け
た
り
。
級
卒
二
扮
人

K
て
取
怨
き
‘
一
帯
乎
森
川
五

郎
右
衛
門
、
門
を
明
く
る
や
否
大
擦
に
て
、
子
細
有
り
て
懸
込
曲
・
す
、

ゆ
き
て
な
ぶ
ら
ん
籾
迦
と
爾
陀
と
を

持
人
も
て
は
や
し
け
る
。
先
年
観
音
町
議
に
服
部
元
好
と
い
ム
臨
師

あ
り
。
狂
歌
に
名
高
し
。
終
鷲
の
頃
は
h
h
v

季
な
り
し
が
、
僻
枇
の
伺

忙

御
か
く
ま
ひ
被
v
，申
と
呼
は
り
、
失
を
指
し
て
懸
込
む
。
二
品
骨
子
寺
尾

呼
ぴ

K
来
て
い
や
と
い
は
れ
宇
各
の
夜
に

勘
助
は
、
狼
新
も
の
逝
す
ま
じ
と
追
込
み
た
り
。
下
女
は
開
叫
に
飯

E

之共波右者 f~ .Ik寺見付付り番倹級けむ奥/¥ 炊a祭ー・彼ij tL惑 。 尾たき 。は て 。 吉

-池公 I"Jτ 夜とはる ・高死私陀型闘 到 底
町i可 岐 t卒 、百 舌 あ 拾 者 輩 { き 骸陀自民 五のけ

~梅田 m 虚にり五川11 口是比えはて仰ひ 2i勇75 1 f 町lるkEE〈・ i詰病去。 fR也中 玄 f民社iた よが
々。 をふ但カ11 0 陀へ I"J と也り り
数 I}、右使様。 I~ 増 T行 E告は・ 寺 、 。 o jJ V¥ 
者右界五日へ御今被川り ‘ 1<:草Jf~ そ然ので翌
先壮 者 、射の""F身 3之守森て と る も け 術兵
与 T門MYg tz 塁ハ~ 手世とよ 川裂 りをを仰持の fる，E 
'J，;臼を被 組本。五と杯 か放 左 は
土者< t.包 h 市 τ巴正ド 則否 。組けは 晴ー樹閏る 帥M 

仕 ・ ?付 t川川今石後合りしと 放線川接吉
r:1'1 H&. 5. ~ 右 の Wf 玄ひ。て云のに
挨 病身.r 8、動 デ 島 お宇町也門け口振ふ内、総

者一 介 下。住守るの放。陀寺是 た

す 11:共詳ヲlと 代萩 時内す森jllft世もE りは。候 J二 飽申に森川俗、陀を とやへ
担へ叩 rt在者作川陀 ・裂何 、云 前烏 ・
揃ぽ塁E岐 i亡 、 る i政二共 やら其随ふ 人う' 幣
乎逃'々宅付勝は右拾頃巻 。切をと
の定々}亡 、手m:t街俄小 tE t乍kj伐捕殺左無し
足 る 季 五 山能鳴門カ11伶〈 殺手い右手主
腕気 崎きま世lt骨陀ら之しのた陀と
共起J :自巾小私た父、てひにたーし諦組し

段品街ね放欠抑 K 哉右呼践し介申と騒詰をit 人呼11:¥ 
は も(し付つ候楊唱はの は 来出
デ襲 、 たけた哉校助ら虫n無私也 し
苦 御、りう り 、~ :fjせ〈 揚捕 。 し可申。
。 と徒何。ると左〈之 、、 り 足
ヶ申組れ市た!il'やは管菊i足た 外

之付てさは 、}援の・聞は 挑云 人

節 、自E 込大森組け者 E存在此者証を工 也ふ森数
-成越ら勢川 は地 ・ 。 。川は

能程 ・の K 共付居下犬共 lて京其身事 五銀 て
〈震後如て t亡きら駄脇1<: 馬 郎彩 、

死 脇くす切 、 宇を刺不送介宅級 名{術#「'f1k 主杯9Hi f 候て悶成た付 」二とは~ ;f，'，~人 か し
て刀如申/、 け を 申 き さ ・ はに くし

切扮銭 111 ・下出 、し 勝 i安之Mト浅!l'1' しと F Hlp 1 るり方 。 1'1:五へで存 、手 て云箇
に 巾へ山仕且11 とけ戸籾口 川、ふ、 長者

出会本り右組る口のの味河事 i者jfj 右 巾
f 申 ・ib;1 ・'fgi合をの司E方 F仕法版の 自与さ
及 上此 右万「リム‘方 tLへ 外み せ 大

と候叩1術のも'1'f五よて廻 D1 也。身 1:1.¥ /:U 号乎f怪車1 
てへ仕 門上 深1<:邸り食り玄 をで訂z自 ? 
4脅ば。塑へ手 、右‘ 後候 ~M 殺ふ ・ 三
位 、共湖切 負何術何1<:蕗 11:てるお 人
候共方兵霊ひ1A門 llJ:候 ・て営は馬 F足我

金
深
古
政
志
止
せ
f

七




